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工
事
は
９
月
に
発
注
し
、
11
月
末

に
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
取

組
の
一
つ
と
し
て
、
鏡
石
町
協
議

体
「
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ

く
り
会
議
」
で
は
買
い
物
支
援
の

た
め
の
「
便
利
マ
ッ
プ
（
仮
称
）」

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
か
が

み
い
し
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
写
真

を
多
数
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
要
事
業
の
執
行
状

況
に
つ
い
て
は
、
久
来
石
地
区
と

高
久
田
地
区
の
仮
置
場
原
形
復
旧

工
事
を
年
度
内
完
了
に
向
け
着
手

し
、
道
路
等
側
溝
堆
積
物
撤
去
・

処
理
支
援
事
業
で
は
前
期
分
が
ほ

ぼ
終
了
し
、
後
期
分
の
笠
石
西
・

東
工
区
、
旭
町
工
区
も
順
調
に
作

業
が
進
捗
し
て
い
ま
す
。

鏡
石
幼
稚
園
の
園
舎
屋
根
改
修

第
14
回
町
議
会
定
例
会
が
12

月
10
日
㈪
か
ら
14
日
㈮
ま
で
の

５
日
間
で
開
催
さ
れ
、
報
告
１

件
、
議
案
７
件
の
合
計
８
件
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
議
会
で

審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

一
般
会
計
に
３
，
５
１
１
万
円

を
増
額
補
正

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

３
，
５
１
１
万
円
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
63
億
７
，

２
９
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、
地

町
長
説
明
要
旨

区
集
会
所
空
調
設
備
の
設
置
費
、

図
書
館
展
望
室
改
修
工
事
費
、
図

書
館
空
調
設
備
改
修
工
事
費
の
増

額
な
ど
で
す
。

そ
の
他
の
主
な
提
出
議
案

●

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に

つ
い
て
（
福
島
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

●

郡
山
市
と
鏡
石
町
と
の
連
携
中

枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
連
携
協
約

の
締
結
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

●

特
別
会
計
等
補
正
予
算
（
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
駅
東
第
１
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
）

町 議 会 定 例 会　
第14回

報告含む議案８件を議決

町
消
防
団
長
に

稲
田
幸
吉
さ
ん
就
任

稲
田
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
に

消
防
団
に
入
団
、
昭
和
60
年
に

第
４
分
団
の
分
団
長
と
な
り
、

昭
和
61
年
に
一
度
退
団
し
ま

し
た
が
、
平
成
４
年
に
再
入

団
し
、
こ
れ
ま
で
訓
練
部
長
、

副
団
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

稲
田
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成

30
年
12
月
１
日
か
ら
２
年
間

で
す
。

な
お
、
前
団
長
の
小
林
勇
雄

さ
ん
は
、
団
長
と
し
て
６
年

間
、
町
の
消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
36
年
に
わ
た
る

長
い
間
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

こ
の
度
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
鏡
石
町
消
防
団
の
団
長
に
任

命
さ
れ
、
消
防
団
の
任
務
が
ま
す

ま
す
重
要
性
を
増
す
中
、
そ
の
職

責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
近
年
の
火
災
に
つ
い
て

は
、
件
数
こ
そ
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
そ
の
内
容
は
大
規
模

化
、
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
火
災
だ
け
で
な
く
、

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
の
豪
雨
災
害
な
ど
、
予
測
不

可
能
な
大
災
害
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
と
知
識

の
習
得
に
努
め
、
団
員
が
一
致
団

結
し
て
町
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
49
年
に
入
団
し
、
昭
和
57

年
に
第
３
分
団
長
と
な
り
、
一
度

退
団
し
ま
し
た
が
、
平
成
４
年
に

再
入
団
し
、
訓
練
部
長
、
副
団

長
、
団
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
36
年
の
長
き
に
渡
り

務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
ひ
と
え
に
団
員
を
は
じ
め
消

防
関
係
の
皆
様
、
そ
し
て
、
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
お

か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
一
町
民
と
し
て
側
面
か
ら
消

防
団
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
町
消
防
団
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

鏡
石
町
消
防
団
長

稲

田

幸

吉

退
任
の
あ
い
さ
つ

前
鏡
石
町
消
防
団
長

小

林

勇

雄

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
賦
課
さ
れ
る

税
金
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は

平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
様
式
は
税
務
町
民
課
に

あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
中
に
建
物
を
解
体
し
た

方
・
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
ご
家
族
の
方
へ

●
家
屋
滅
失
届

　

未
登
記
の
家
屋
（
住
宅
、
倉

庫
、
作
業
場
等
）
を
12
月
31
日
ま

で
に
取
り
壊
し
た
場
合

●
相
続
人
代
表
届

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
所
有
し
て

い
た
固
定
資
産
の
相
続
登
記
が
12

月
31
日
ま
で
に
完
了
し
て
い
な
い

場
合

●
家
屋
課
税
名
義
人
変
更
届　
　

　

未
登
記
家
屋
に
つ
い
て
平
成
31

年
度
以
降
の
課
税
名
義
人
を
変
更

す
る
場
合

平
成
30
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
パ
ネ
ル
等
）
を
設
置
し
た
土
地

の
所
有
者
の
方
へ

　
売
電
を
目
的
と
し
て
太
陽
光
パ

ネ
ル
等
を
設
置
し
た
土
地
の
所
有

者
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

31
年
度
の
土
地
評
価
額
に
変
更

（
自
家
用
発
電
設
備
は
除
く
）
が

生
じ
ま
す
の
で
、
設
備
を
設
置
し

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
町
民
課
☎
62
–
２
１
１
４

税
務
町
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◀
町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
る
稲
田
団
長

「
こ
お
り
や
ま
広
域
圏
」

1
2
月
町
議
会
定
例
会
で

「
郡
山
市
と
鏡
石
町
と

の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る

連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
連
携
協
約
は
、
郡
山
市
と

近
隣
14
市
町
村
が
「
こ
お
り
や
ま

広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
（
こ
お
り

や
ま
広
域
圏
）
」
を
形
成
す
る
た

め
に
締
結
す
る
も
の
で
、
今
年
度

中
の
広
域
圏
形
成
に
向
け
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
は
、
郡
山

市
を
中
心
に
、
須
賀
川
市
、
田
村

市
、
本
宮
市
、
鏡
石
町
、
天
栄

村
、
大
玉
村
、
猪
苗
代
町
、
石
川

　

今
後
、
人
口
減
少
が
進
む
と
、

税
収
の
減
少
や
社
会
保
障
費
の
増

大
な
ど
で
、
市
町
村
単
独
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
「
こ
お
り
や
ま
広
域

圏
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
良
さ
を
理
解
し
て
広
め
合
い
、

高
め
合
い
、
助
け
合
っ
て
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　
　

☎
62
–
２
１
１
７

町
、
玉
川
村
、
平
田
村
、
浅
川

町
、
古
殿
町
、
三
春
町
、
小
野
町

の
４
市
７
町
４
村
が
協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て
、

人
・
モ
ノ
・
情
報
が
行
き
交
う
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
試

み
で
す
。

互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
う

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
と
は
？

形
成
へ
！


